
地 域 の 皆 さ ん 向 け の 広 報 誌

基 本 理 念

基 本 方 針

共に歩む

•患者さんの人権と権利、そして思いを尊
重します

•安全で安心な急性期医療、がん医療、予
防医療を推進します

•救急医療の充実に努めます
•地域の医療・介護・保健機関とつながる
医療を行います

•職員の働きがいのある職場を目指します

ヴェーダとは
サンスクリット語で
“癒し”を意味します。（　　　　　）国民健康保険

小松市民病院

地域向け広報誌
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　4月より病院長になりました内山です。

　私は脳神経外科医で、この5年間は石川県立中央病院に勤務していました。脳神経

外科の中でも、主に脳卒中の治療を専門としています。

　私が医師になった平成元年（1989年）から今日までに、脳動脈瘤の治療は開頭

クリッピング術にカテーテルでの塞栓術が加わり、脳梗塞（脳の血管が詰まる病気）

の治療は、tPAという血栓を溶かす薬が認可され、さらには、詰まった血管から

カテーテルで血栓を取り出す治療（血栓回収術）も行えるようになりました。医学

は日々進歩し、抗がん剤治療は分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬が登場

し、外科手術もロボット手術の導入で、患者さんの負担がより少ない手術が行わ

れてきています。心臓のカテーテル治療や、消化管の内視鏡手術、がんへの放射線

治療、内科疾患への新薬の登場など、他にもたくさんの進歩があり、全職員の協力

と献身によって当院に導入されてきました。

　小松市民病院の役割は、「南加賀地区で暮らす人々の健康を守る」ことです。それ

は最新の医療技術を提供することだけを意味するものではありません。この地域に

暮らす人々に、日々の暮らしの中で困ったことが起きたとき、頼っていただける場

所であることが何より大切な事です。患者さんとそのご家族、職員とそのご家族、

そして地域で暮らすすべてのみなさまと「共に歩んでいく」ことのできる病院をめざ

していきたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。

国民健康保険 小松市民病院 

病院長　内 山   尚 之
うち やま なお ゆき

病院長あいさつ病院長あいさつ



　南館2病棟は、脳神経外科・整形外科領域の患者さんを主に受け入れています。
　高齢化に伴い、日頃からデイサービスに通っていたり、認知症を患っていたりしている方が
多くいらっしゃり、入院や治療という環境の変化により、混乱される場面がしばしば見られま
す。そこで、少しでも患者さんの日常や生活リズムを整えるお手伝いができないか、と考え、
病棟のラウンジを利用してデイケアを開催しています。
　穏やかな笑顔で、ラジオ体操や風船
バレーを行ったり、真剣な表情でクイズ
に答えたり、と気分転換や筋力低下予防、
他の患者さんとの交流に効果的な時間
となっています。

病 棟 活 動 の 紹 介
南館2病棟の取り組み：院内デイサービス

　令和2年8月より、COVID-19感染拡大の影響のため緩和ケア病棟を休止しており
ましたが、このたび令和7年2月1日より再開する運びとなりました。
　病床数は、従来と同様に10床での運用となります。
　緩和ケア病棟では、患者さん一人ひとりの思いを尊重し、ご家族とのつながりを大切
にしながら、「その人らしく」穏やかな毎日を過ごすことができるよう、医師、看護師、
薬剤師、栄養士、リハビリスタッフ、ボランティアの方と共に支援させて頂きます。

広くて明るい廊下です

再開しました！
緩和ケア病棟を

　小松市民病院泌尿器科では、2024年11月27日にロボット支援腹腔鏡下前立腺
全摘除術を南加賀医療圏で初めて施行しました。ロボット支援腹腔鏡下前立腺
全摘除術は、限局性前立腺癌がんに対する根治治療です。限局性前立腺がん患者
さんには手術治療と放射線治療の適応がありますが、今までは手術を希望する患者
さんは金沢大学病院や石川県立中央病院に紹介していました。これからは当科でも
手術治療を選択していただくことが可能となりました。
　ロボット手術は慣れるまでに時間がかかりますが、学会や厚生労働省より安全に
手術を行うための基準が示されており、当科でも基準に則って金沢大学附属病院の
協力の元、すでに４症例の手術を行いました。身体への負担が少ないので、患者さん
の回復も早くとても優れた手術だと実感しています。これからも安全に手術を続けて
いけるよう努力します。

泌尿器科　北川　育秀

ロボット支援前立腺手術
を開始しました!!

ロボット支援前立腺手術
を開始しました!! 私たちが、お世話させて頂きます

ボランティア
おひさまの方々が
作られた作品です

ラウンジでの
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室内であれば、
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できますキッチンで

調理するこ
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できます
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編・集・後・記

国民健康保険 小松市民病院
〒923-8560　石川県小松市向本折町ホ60番地

URL　http://www.hosp.komatsu.ishikawa.jp/
E-mail　cbsomu@city.komatsu.ishikawa.jp

TEL（0761）22-7111㈹  FAX（0761）21-7155

　春の息吹の足音が聞こえてきました。自然
をたたえ、生物をいつくしみながら、うらら
かに散歩に出かけたいものです。（八日市）

面会システムの変更について

平日(月～金) 14：00～17：00 1階　総合案内待合ホール

1階　南加賀救急医療センター「守衛口」

1階　南加賀救急医療センター「守衛口」

面会時間 受付場所

平日(月～金) 18：00～19：30

土・日・祝　 14：00～17：00

上記受付場所で「面会受付システム」にて「入館証シール」を発行し、胸や腕に貼り、
病棟にお越しください。
※本館3病棟、南3病棟無菌治療ユニットは、面会予約が必要です。

面会時は

 ■2～3人/日まで
 ■面会時間30分以下
 ■不織布マスクの着用
 ■入退室時の手指消毒
 ■面会時の飲食禁止

をお守りください。
小学生未満の方の面会はご遠慮
いただいております。

面会システムが変更になりました

面会受付システム▶


